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［活動記録］
二〇一七年度武蔵野大学能楽資料センター狂言鑑賞会
　
本年、第一二回を迎えた狂言鑑賞会は、同じくセン
ター主催の公開講座・能楽研究講座・入門講座とリンクさせ、 「能楽の教育・普及・啓蒙・調査 研究・保存の活動を統合的に発展させる試み」という活動の主軸に位置付けた。鑑賞会
ついては、公益信託
 稲生雅治・惠子
能楽振興基金の助成により囃子方の招請が可能となり、センター開設四五周年を記念する豪華なもの なった。　
鑑賞会は一二月一九日（火） 、例年通り本学雪頂講堂
に組立式能舞台を設置して、Ａ・Ｂの二回公演を催し、約千人が鑑賞して下さった。事前に本学 学生・保護者・教職員、武蔵野女子学院の中高生・保護者、そして一般に広報した結果、多数の応募があり、今年も厳しい抽選となった。落選した方には申し訳なく思っている。　
上演曲については毎年、能楽資料センターが候補曲を
提案し、それを演者に検討して頂く手順 踏んでいる。
今年は囃子入りの狂言〈朝比奈〉 〈法師ヶ母〉を最初に決めて、これを中心に番組が組み立てられた。　
二〇一四年より鑑賞の準備として、事前講座を開催し
ている。昨年まで 学生などを対象としていたが、今年は一般の方にも告知した。一二月一六日と一八日に計一七〇名の方が来て下さり、その必要性を痛感し 。一八日の講座後、バックステージ・ツアーで舞台設営の現場を紹介。 ととも 大好評であった。　
今年の鑑賞会では狂言のほかに素囃子の演奏もあり、
この選曲にも野村万作先生 ご助言を得るなど、いつもにも増して鑑賞会を通じて学ぶところが大きかった。素晴らしい狂言を演じて下さった野村万作家の皆様、熱心に鑑賞して下さった観客の皆様、大 ・学院関係者の皆様、会場案内をしてくれた本学学生、そし 公益信託
 
稲生雅治・惠子能楽振興基金 心より感謝申し上げる。
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【Ａ公演】
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【Ｂ公演】
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